
８、本時のねらい 
 大工さんの言動から、使う人の身になって心を込めてわらぐつを作るおみつさんの人柄にひかれていった、大

工さんの気持ちを読み取ることができる。 
 
９、本時の展開 

 ねらい 学 習 活 動 指導・援助（評価） 
つ

か

む

／ 

・ 本時の学習の見通

しを持つ。 
１、 前時までの学習を振り返り、課題を確認する。 

 

 

読

み

取

る

／ 

・ 大工さんの仕事に

ついての考え方を

読み取る。 

２、 大工さんの言動に注目して音読する。 
（Ｐ１８、９行目 ～ Ｐ２０、６行目） 

３、 黙読をしながら大工さんの気持ちがわかるところに線を引

き、ノートに書く。 
４、 教科書の記述からわかったこと、考えたことをノートに書

く 

・ ノートに書け

ない児童を中

心に机間指導

する。 
 

交

流

す

る 

・ 少人数グループで

交流し、考えをは

っきりさせる。 

５、 ノートを元にして、近くの人と考えを交流する。 
・○ページの△行目から、～ということが分かりました。 

・ 根拠を明らか

にする話形を

使って交流を

させる。 
６、 全体で交流する。 ／ ・ 全体の場で意見を

交流することで、

意見を深める。 

  

と
て
も
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ 

・ 

じ
ょ
う
ぶ
な
わ
ら
ぐ
つ
だ
よ 

・ 

気
に
し
な
く
て
い
い
よ 

仕
事
場
の
仲
間
や
近
所
の
人
た
ち
の
分
も 

・ 

い
い
わ
ら
ぐ
つ
だ
か
ら
使
っ
て
ほ
し
い 

急
に
ま
じ
め
な
顔
に
な
っ
て 

・ 

大
切
な
話
を
聞
い
て
ほ
し
い 

見
か
け
で
決
ま
る
も
ん
じ
ゃ
な
い 

・ 

不
恰
好
だ
っ
て
い
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使
う
人
の
身
に
な
っ
て
、
使
い
や
す
く
、
丈
夫
で

長
持
ち
す
る
よ
う
に
作
る
の
が
、
ほ
ん
と
の
良
い

・ つけたしや反

対の話型を使

っている意見

を価値付け

る。 
 
 

ま

と

め

る

／ 

・ 話し合いの意見を

まとめて、課題に

対してのまとめを

する。 

８、課題に対して授業からわかったことをノートにまとめる。 
・大工さんは、心を込めて作られたわらぐつが気に入っていた。 
・そんなわらぐつを作るおみつさんを好きになった。 
・自分も、使う人の事を考えて、丈夫で長持ちするように考え

て仕事をしたいと思った。 
 
９、大工さんの気持ちを知ったおみつさんの気持ちを考える。 
・ 大工さんが、たのもしく、えらい人のように見えた。 
・ 大工さんの気持ちが通じた。 

評価 
・大工さんが使う

人の事を思って

仕事をすること

が大切だと思っ

ていることをま

とめて書く。 

振

り

返

る 

・ 振り返りをし、話

し合いについての

意識を高める。 

１０、観点に基づき、ノートに振り返りをする。 
 

 

 

何度もわらぐつを買う大工さんの気持ちを読み取ろう。 

研究の視点 
・話し合いのめあ

てを意識し、話型

を使って話し、課

題の解決を意識

して話し合いを

進めることがで

きたか。 


